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2016 年 8 月 18 日 
 

電通、産学連携の「やさしい日本語ツーリズム研究会」を発足 
― 日本語を話したい外国人観光客を「やさしい日本語」でおもてなしする ― 

 
株式会社電通（本社：東京都港区、社長：石井 直）は、日本語教師養成講座ほか教育事業を

運営するヒューマンアカデミー株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役：新井 孝高）およ

び東京外国語大学の荒川洋平教授との共同で、産学連携の「やさしい日本語ツーリズム研究会」

（http://www.yasashii-nihongo-tourism.jp）を本日付で発足させます。 
 
「やさしい日本語」とは、日本語を学ぶ外国人に対して、語彙を制限して分かりやすく表現

する技術のことで、外国人に日本語を教える「日本語教師」の基本スキルの一つです。これま

でも国内に住む外国人を対象にした防災・減災対応や公文書書き換えの領域では研究・実践が

行われてきましたが、今回の研究会ではこれを観光分野におけるコミュニケーションに転用し、

自治体や観光・商業施設などに向けた、新しい訪日観光客対応の提言活動を行っていきます。 
 
本研究会発足の背景には、政府が推進する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、

福岡県柳川市が推進する「日本語ツーリズム」が交付金対象事業になったことがあります。 

地方における観光客は日本語学習熱の高い台湾・香港・韓国からのリピーターが多く、旅行

グループのうち１人は日本語を話せる人がいると期待できます。同市は特に熱心な日本語学習

者の多い台湾に注目し、日本語を話す台湾人観光客に日本語でたくさん話してもらう「日本語

ツーリズム」を推進していく方針を掲げています。研究会では産学連携でこの「柳川方式」を

側面支援し、他の自治体にその動きを広げる活動を推進していきます。 

 
研究会は「やさしい日本語部会」と「日本語ツーリズム部会」で構成されます。研究会全体

の座長および「やさしい日本語部会」の座長には、著書『とりあえず日本語で』などを通して

外国人への日本語での対応を提唱してきた東京外国語大学の荒川洋平教授を、また「日本語ツ

ーリズム部会」の座長には、訪日観光客と現地の人が会話をする「ツーリスト・トーク」研究

の第一人者である東海大学の加藤好崇教授を迎え、口頭での“日本語によるおもてなし”の意

義と実践のあり方などを提言していきます。 
 
これまでは「日本人が英語で話す」というのが通例でしたが、本研究会を通じ、地方の観光

従事者や市民が「やさしい日本語」でおもてなしに参加できる機会の創造を目指します。また、

観光分野における新たな雇用促進、生きがいの創出をはじめ、多方面でその重要性が高まって

いるボランティア対応についても、「やさしい日本語」という選択肢を入れることで、多数の日
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本人がおもてなしに参画できる社会づくりに貢献できればと考えています。 
 
 
＜ヒューマンアカデミーの会社概要＞ 
・社   名：ヒューマンアカデミー株式会社 
        http://manabu.athuman.com/ 
・所 在 地：東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿木村屋ビル 1F 
・資 本 金：1,000 万円 
・設   立：2010 年 4 月 
・代 表 者：新井 孝高（代表取締役） 
・事業概要：社会人教育の「ヒューマンアカデミー」、全日制教育の「総合学園ヒューマンアカ

デミー」、子ども向けの「ヒューマンアカデミーロボット教室」、国際教育の「ヒ

ューマン国際大学機構」「MBA プログラム」「日本語学校」など、幅広い年代を対

象とする教育事業を全国で展開。修了後は、グループ内の人材事業会社が就職、

転職をバックアップ。 
 

 以 上 
 
【本件に関する問い合わせ先】 
 株式会社電通 コーポレート・コミュニケーション室 広報部 
        長澤、渓 TEL：03-6216-8041 
 
【研究会に関する問い合わせ先】 

やさしい日本語ツーリズム研究会事務局（㈱電通内） 
Email：yasashii-nihongo-tourism@dentsu.co.jp 
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